
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２７年８月２７日発行 

９月号 

発行責任者 紺野 宗作 

「学校は間違うところだ！失敗を恐れず目標を持って頑張ろう！」 

 

今日から第２学期の活動が始まります。今朝、交通指導をしていると元気なあいさつが返って

くる子が多かったので頼もしく感じられました。元気の良いあいさつは、自分だけでなく他人を

も明るくさせ、元気にさせます。２学期もあいさつが飛び交う学校にしてください。 

さて、学校は，１学期，２学期、３学期という区切りがあります。みなさんは、この学期はなぜ

あると思いますか。分かる人はいますか？ 

それは、学期毎に，時々自分を振り返ったり，目標を確かめたりするためにあるのです。学期

毎に自分なりの目標を立て、その目標に向けてがんばるから、人間は、すこしずつ成長していく

のだと思います。だから、ぜひ、自分は２学期に何をがんばりたいか自分が目指す目標を持てる

ようにしてください。 

 今日は、１つの消しゴムを持ってきました。 

校長先生が、ある勉強会に出ていたときでした。あまり話し合いが活発ではありませんでした。

その時、講師の先生がこう言ったのです。 

「なぜ消しゴムがこの世の中にあるのでしょうか？」・・・「えーなぜこの世の中に消しゴムがあ

るか？」校長先生も突然で何と答えたらよいかわかりませんでした。みなさんだったら何と答え

ますか？ 

 その講師の先生はこういいました。 

「間違うことが、人間 誰にでもある。間違いだと気がついたら，消しゴムで消して新しい考え

を書けばいいじゃないか。だから、この世の中には消しゴムがあるのだよ。人は間違いながら，

失敗しながら大きくなっていく。だから、間違うことをおそれてはいけない。」 

私は、この言葉に大きな勇気をいただきました。 

そして、このことはみなさんの学校生活の中のいろいろな場面でも大切なことだと感じました。 

みなさんの中には、授業中，もしかしたら間違っていると思って発表をしないという人はいませ

んか。こんなことを言ったら友達にわらわれるかもしれないと思ってだまっていたことはありま

せんか。もし、そういう子がいたならば今日から考えを変えてください。学校は間違うところで

す。学習で間違うから学校で勉強するのです。間違わない人は、学校に来る意味がありません。

たくさんの失敗があるかも知れません。どうか、安心して失敗してください。失敗したら、この

世の中には消しゴムがあるのです。失敗を消し去ってしまえばいいのです。みなさんの心の中に

失敗を消し去り、やる気を引き出す消しゴムを持ってください。そして、新たな目標に向けて，

学習や活動に粘り強く取り組んで欲しいと願っています。 

 ２学期の終わりには，失敗を恐れなかったら、こんなことができるようになったよと，消しゴ

ムを片手に校長先生によい報告がたくさんあるといいなと願っています。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  石井小のＨＰをご覧ください。  「自立心」について連載しています！ 

    検索サイトで「二本松市立石井小学校 二本松市教育ポータル」と入れると簡単です。 

（石井小 ＨＰアドレス http://www.nihonmatsu.gr.fks.ed.jp/?page_id=242） 

改善点１ 「子ども同士が学び合う授業を創っていきます！」 

 学習に対して、どうしても受け身的な子ども達。自ら進んで主体的に学習に取り組

めるような子ども達を目指し、授業の中に子ども同士が共に学び合い、解決する場面

を設定していきます。特に算数の授業について研究を進めていきます。 

 具体的には、下記のような子どもの姿をイメージしています。 

① 自分の考えを「言葉」「数値」「式」「図」などを用いて友達にわかりやすく伝え

ることができる子ども。 

② 友達の考えを自分の考えを照らし合わせながら聴いたり、相手に分かりやすく

伝えたりすることができる子ども。 

 

＊「学び合う」を深めることにより、認め合い尊重し合う学級づくりにつなげ

ていきます。いじめ防止にもつながります。 

 

改善点２ 「朝の学習の時間に読書を取り入れます」 

 ねらいは、「自分で選んだ本を自分で読むことを通して、学びへの意欲を高め、子

どもの主体的な生き方を育てる」ことです。 

 具体的には、毎朝８：０５～８：１５ の１０分間、全校が読書に取り組みます。 

 各教室には読書コーナーなどをつくり、子どもが読書への興味関心が高められるよ

うに読書環境を整えます。 

 子ども達が読書好きになり、本に親しむようになって欲しいです。 

 

改善点３ 「ニューすっきりタイム」の導入 

 ねらいは、「よりよい集団活動を通して人間関係を築き上げ、学習や生活両面で主

体的に活動できるようにする」ことです。 

 具体的には、毎週火曜日「１３：３０～１３：５０」の時間を活用して、学級で話

し合いをしたり、ミニ集会をしたりするなど学級で自由に活用します。この時間を活

用して､学級集団つくりに力を入れていきます。 

 

改善点４ 「家庭学習による主体的な学習態度の育成」 

 ねらいは、「家庭と連携して基本的な生活習慣の改善を図りながら学習環境を整え、

自ら学習する態度を育成する」ことです。 

 具体的には、４月に配布した「家庭学習ガイドライン」の見直しです。家に帰って

から「いつ」「どこで」「何を」進めるか？について、保護者の皆様とは、９／４日の

授業参観・学級懇談会で話し合っていく予定です。 

 子ども達が、各家庭で自ら進んで家庭学習に取り組めるようになって欲しいです。 
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